
平成２９年度第８回理系チャレンジ講座を実施しました 
今年度の最終となる第８回理系チャレンジ講座が、平成

３０年２月２１日、本学医学部の末弘理恵先生により、「急

性期看護」と題して行われました。 

遠隔配信された大分鶴崎、中津南、国東、三重総合、臼

杵、大分西の６校７４名の高校生が受講しました。 

始めに学習目標として「急性期にある人の状態を知り、

その人への看護の方向性を知ること」、「講義を通して、『看

護学』、『大学で学ぶこと』について、興味・関心を持つこと」の 2 つを確認しました。そ

してワークシートを使って受講生が思い思いのキーワードを挙げながら「急性期にある人」

のイメージマップを作成した後は、高度救命救急センタ

ーや手術室、ICU の様子などの画像を使って成人看護

学の実習（急性期）が紹介されました。 

次に、急性期にある人、急性期にある人への看護につ

いて考えるヒントとして、専門看護師北村愛子さんの仕

事の様子を動画で視聴しました。視聴後、末弘先生は北

村さんの行動の中で、実際に自分の目で見て患者さんの

身体の状態を確認しているところ、いつも患者さんの手を握ってコミュニケーションを図

りながら状態を見ているところが重要なポイントであることを確認されました。 

健康レベルとその看護内容の紹介では、急性期看護とクリティカルケア看護、救急看護、

周手術期看護、回復期看護の定義を正しく理解

し、言葉の共通認識があってこそ、スタッフ全

員がより適正な看護について考えることがで

きると強調されました。 

多くの受講生が今回の講義内容を通して自

分のイメージが最も変化したと感じたことと

して、急性期が緊急を意味するのではなく大き

な侵襲により恒常性のバランスが崩れた状態

であること、急性期看護は患者だけではなくそ

の家族にも必要であること、の２つを挙げてい

ました。また、看護とは身体だけではなく心や環境も考慮に入れることだと再認識してい

ました。 

講義後のアンケート調査では、「総

合的に判断して授業がよかった」

（100%「そう思う」と「どちらかと

いえばそう思う」の合計。以下同じ）、

「教員は真剣に取り組んでいた」

（98%）、「受講生は授業に意欲的に

取り組んでいた」（100%）という結

果でした。遠隔配信については、「音

声はよく聞こえた」（94%）、「映像は

よく見えた」（92%）という結果が出

ました。受講生からは「看護師にはコミュニケーションや心のケアをすることなどがとて

も大切だということが分かった」といった感想が寄せられました。 


